
 

「国家情報会議」設置法案に強く反対し、廃案を求める声明 

 

 わたしたち京都・滋賀にある諸伝道所・教会とそこに集う者は、すべてのいのちが尊ば

れ、思想・良心・表現の自由が神から与えられた権利であることを平和の主イエス・キリ

ストにあって信じるゆえに、「国家情報会議」設置法案の廃案を強く求める。 

 この法案とこれから制定、創設されようとしているスパイ活動防止法、「対外情報庁(仮

称)」は、先の 15 年戦争(1931 年～1945 年)下で起こった国民相互の不信と相互監視、ま

たさまざまな分断、差別、抑圧をくりかえしかねない危険なものであり、到底容認できな

い。 

 わたしたちは、戦前・戦中で日本基督教団が戦争協力をしていった過ちと罪責を深くか

えりみる。そしてむしろわたしたち日本基督教団に属するキリスト者は、互いに話し合い、

そして互いに違いを理解しあおうとする「いのちの道」を模索していきたいと願っている。 

「実に、神の国はあなたがたの間にあるのだ。」(ルカによる福音書 17 章 21 節) 

信頼に基礎をおく愛の支配、「新しい世界」を求めている。  

 それゆえに不信と相互監視、またさまざまな分断、差別、抑圧を招くであろう、この「国

家情報会議」設置法案に断固反対し、廃案を求める。  
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